
JP 2019-513821 A5 2020.5.14

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月14日(2020.5.14)

【公表番号】特表2019-513821(P2019-513821A)
【公表日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2019-502538(P2019-502538)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  47/64     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/107    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/33     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/25     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/305    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/315    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/35     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/195    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   47/64     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/39     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/107    　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/26     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/22     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/09     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/33     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/25     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/305    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/315    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/22     　　　　



(2) JP 2019-513821 A5 2020.5.14

   Ｃ０７Ｋ   14/35     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/195    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月31日(2020.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも８つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲートを含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、
２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７
Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３４、
３５Ｂ、３５Ｆ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
【請求項２】
　（ｉ）２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６
Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ
、３５Ｂ、３５Ｆ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型をそれぞれ含む、複数の少なくとも９つまたは少な
くとも１０個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１
１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからな
る群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型
に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲート、
　（ｉｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１１Ａ、
１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１４個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペ
プチドコンジュゲート、
　（ｉｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１
１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからな
る群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型
に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチド、
　（ｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ
、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群か
ら選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来
する、複数の少なくとも１２個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲ
ート、
　（ｖｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１
１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからな
る群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型
に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲート、
　（ｖｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１１Ａ、
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１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂから
なる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清
型に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲート、
　（ｖｉｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ
、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂか
らなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血
清型に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチド
コンジュゲート、
　（ｉｘ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１０Ａ、１１Ａ、１５
Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂおよび３８からなる群か
ら選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来
する、複数の少なくとも１２個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲ
ート、
　（ｘ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１
Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる
群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に
由来する、複数の少なくとも１１個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジ
ュゲート、
　（ｘｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからな
る群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型
に由来する、複数の少なくとも１１個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲート、
　（ｘｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、
１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、
および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍ
ｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド
－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｘｉｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ
、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ
、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　
ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１６個の特有の免疫原性サ
ッカライド－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｘｉｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５
Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐ
ｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも８つの
特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｘｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６
Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも７つの特有の免
疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート
　（ｘｖｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５
Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、
および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍ
ｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド
－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｘｖｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、
１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂ
からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの
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血清型に由来する、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチ
ドコンジュゲート、
　（ｘｖｉｉｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０
Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３
Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカラ
イド－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｘｉｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５
Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３４、３５Ｆ、３５Ｂ、
および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏ
ｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－
ポリペプチドコンジュゲート
　（ｘｖ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ
、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３４、３５Ｆ、３５Ｂ、お
よび３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎ
ｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポ
リペプチドコンジュゲート
を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型が、１、３、
４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのいず
れでもない、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも２９個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが
、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３
Ｆ、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７
Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ
、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
【請求項５】
　（ｉ）前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、３、４、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ
、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、
１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３３Ｆ、
３５Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、複数の少なくとも１５個の特有
の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート、
　（ｉｉ）ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せ
をそれぞれ個別に含む、複数の少なくとも２５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペ
プチドコンジュゲートであって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、３、４
、６Ａ、６Ｃ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１
６Ｆ、１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｂ、３３Ｆ、３
５Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、特有の免疫原性サッカライド－ポ
リペプチドコンジュゲート、
　（ｉｉｉ）ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合
せをそれぞれ個別に含む、複数の少なくとも２７個の特有の免疫原性サッカライド－ポリ
ペプチドコンジュゲートであって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、
３、４、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、
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１５Ｂ、１６Ｆ、１８Ｃ、１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ｆ、２３Ａ、
２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｆ、３３Ｆ、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有
のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、特有の免疫
原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート、または
　（ｉｖ）ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せ
をそれぞれ個別に含む、複数の少なくとも１９個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペ
プチドコンジュゲートであって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、３、４
、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ、７Ｆ、１０Ａ、１１Ａ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１９Ｆ、１９Ａ、
２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ｆ、２３Ａ、２４Ｆ、３５Ｂおよび３８からなる群から選
択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する
、特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート
を含む、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、少なくとも２つの免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを
含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型群に由来し、１つの血清型が６Ｃであり、少なくとも
１つのさらなる血清型が、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ
、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５
Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｆ
、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される医薬組成物。
【請求項７】
　（ｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１、３、４、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、８、
９Ｎ、９Ｖ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１９Ｆ
、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｆ、２４Ｆ、３３Ｆ、３５Ｆ
、３５Ｂ、および３８からなる群から選択されるか、
　（ｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ
、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択
されるか、
　（ｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１１Ａ、１２Ｆ、１５
Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる
群から選択されるか、
　（ｉｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ
、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択
されるか、
　（ｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１
５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される
か、
　（ｖｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ
、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択
されるか、
　（ｖｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５
Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる
群から選択されるか、
　（ｖｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ
、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択されるか、
　（ｉｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、
２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択されるか、
　（ｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７
Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂから
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なる群から選択されるか、
　（ｘｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、
２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選
択されるか、
　（ｘｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５
Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂ
からなる群から選択されるか、
　（ｘｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｉｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１１Ａ、１２Ｆ、１５
Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ
、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｖｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂおよび３８からなるか、
　（ｘｖｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｖｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、３、４、７Ｆ、８、９Ｎ、１
１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１９Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、お
よび３５Ｂからなるか、
　（ｘｉｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２
Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂ
からなるか、
　（ｘｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１、３、４、６Ａ、７Ｆ、８、９Ｎ
、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１９Ａ、１９Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｆ、
２４Ｆ、および３３Ｆからなるか、
　（ｘｘｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２
Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、およ
び３５Ｂからなるか、
　（ｘｘｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、３、４、６Ｂ、１０Ａ、１５Ａ
、１５Ｂ、１９Ａ、１９Ｆ、２２Ｆ、２３Ｆ、２４Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｘｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２
３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなるか、
　（ｘｘｉｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ
、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｂからなるか、
　（ｘｘｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、
２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｂ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｘｖｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ
、１７Ｆ、２０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、３５Ｂ、２４Ｆ、および３
１からなるか、
　（ｘｘｖｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６
Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｂ、３５Ｆ、および３５Ｂからなるか、
　（ｘｘｖｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１
６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなるか、
　（ｘｘｉｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３
Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなるか、
　（ｘｘｘ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、
１７Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂ
からなるか、
　（ｘｘｘｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０



(7) JP 2019-513821 A5 2020.5.14

Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなるか、
または
　（ｘｘｘｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、
１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる、
請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、少なくとも２つの免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを
含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、特有のＳｔｒ
ｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型群に由来し、１つの血清型が２０
Ｂであり、少なくとも１つのさらなる血清型が、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ
、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２
４Ｆ、３１、３３Ｆ、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される、医薬組成物
。
【請求項９】
　（ｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、３４、およ
び３５Ｂからなるか、
　（ｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、
１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択されるか、
　（ｉｉｉ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、
２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選
択されるか、または
　（ｉｖ）前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２
３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される
、
請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ポリペプチドにコンジュゲートした、少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、ま
たはその組合せを個別に含む免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む
医薬組成物であって、前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合
せが、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、
２３Ｆ、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、
１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３
４、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
【請求項１１】
　（ｉ）前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、
８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ
、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来するか、
　（ｉｉ）前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ
、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３
Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏ
ｎｉａｅの血清型に由来するか、または
　（ｉｉｉ）ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合
せをそれぞれ個別に含む少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
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ンジュゲートをさらに含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、２、３
、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、６Ｃ、８
、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、
２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、お
よび３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎ
ｉａｅの血清型に由来する、
請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの前記特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが前
記莢膜多糖または前記莢膜多糖の断片を含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
医薬組成物。
【請求項１３】
　前記莢膜多糖の断片が、単糖、二糖、三糖、四糖、五糖、または六糖を含む、請求項１
２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　複数のうちの少なくとも１つのポリペプチドがオリゴペプチドである、および／または
少なくとも１つのポリペプチドがポリペプチドの混合物を含む、請求項１から１３のいず
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　複数のうちの少なくとも１つのポリペプチドが、ＣＲＭ１９７、破傷風トキソイド、ジ
フテリアトキソイド、コレラトキソイド、百日咳トキソイド、不活性化もしくは変異肺炎
球菌ニューモリシン、肺炎球菌表面タンパク質Ａ、肺炎球菌接着タンパク質Ａ、肺炎球菌
リポタンパク質ＰｓａＡ、Ｃ５ａペプチダーゼ群Ａもしくは群Ｂの連鎖球菌、無莢膜型Ｈ
．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ４タンパク質、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ６タンパ
ク質、Ｍ．ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓのｕｓｐＡ、キーホールリンペットヘモシアニン（Ｋ
ＬＨ）、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ由来のＯＭＰＣ、精製ツベルクリンタンパク質誘
導体（ＰＰＤ）、Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ由来のタンパク質Ｄ、ＰｓｐＡ、そのいずれ
かの断片、またはそのいずれかの組合せを含む、請求項１から１４のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
【請求項１６】
　アジュバント、キレート剤、界面活性剤、乳化剤、もしくはその組合せ、緩衝剤、保存
剤、塩および／または抗真菌化合物もしくはその塩をさらに含む、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　筋肉内に注射可能な組成物、皮内に注射可能な組成物、皮下に注射可能な組成物、また
は鼻腔内に投与可能な組成物の形態である、請求項１から１６のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項１８】
　前記特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、オプソニン作用応
答を誘発する、請求項１から１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　密封容器内に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記密封容器が、約５
０％の相対湿度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された場合に、元の生物
学的活性の少なくとも約８０％を保持する、請求項１から１８のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項２０】
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記組成物の重量に対し
て、約０．００１、０．０１、０．１、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、２
０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、９５、または１００重量％の量で、個
別に、それぞれ、または集合的に存在する、請求項１から１９のいずれか一項に記載の医
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薬組成物。
【請求項２１】
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、
（ｉ）前記ポリペプチドに少なくとも部分的に埋め込まれた前記莢膜多糖、
（ｉｉ）前記ポリペプチドに化学的に架橋した前記莢膜多糖、および／または
（ｉｉｉ）前記ポリペプチドに少なくとも部分的に化学的に架橋した前記莢膜多糖
を含む、請求項１から２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記医薬組成物の投与が、対象への第２のポリペプチドを含む免疫原性サッカライド－
ポリペプチドコンジュゲートを含む第２の組成物の投与の少なくとも約４週間前または少
なくとも約４週間後に起こり、前記第２のポリペプチドが、前記医薬組成物のポリペプチ
ドに対して、少なくとも約７０％の長さ相同性、少なくとも約７０％の配列相同性、また
はその組合せを有する、請求項１～２１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記第２の組成物が、前記第２のポリペプチドにコンジュゲートしたＳｔｒｅｐｔｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する莢膜多糖または前記莢膜多糖の断
片を含む免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む、請求項２２に記載
の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記対象がヒトである、請求項２２または２３に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および第２の免疫原
性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物を含む組み合わせ物であって、
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が投与された少
なくとも４週間後に、対象に前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲ
ート組成物が投与されることを特徴とし、
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記第２の
免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物の第２のポリペプチドに対し
て少なくとも約７０％の長さ相同性、少なくとも約７０％の配列相同性、またはその組合
せを有する第１のポリペプチドを含み、
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、第１の血清
型を含み、
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、第２の血清
型を含み、前記第１の血清型と前記第２の血清型が異なる、
組み合わせ物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　本発明の好ましい実施形態を示し、本明細書において説明したが、このような実施形態
は例示のみを目的として提供されることが当業者には明らかである。本明細書内に提供さ
れる具体例によって、本発明が限定されることを意図するものではない。本発明は、前述
の明細書を参照して説明されるが、本明細書における実施形態についての説明および例証
は、限定を意識して解釈されることを意味するものではない。本発明から逸脱せずに、多
数の変形、変化、および置換が、現在、当業者に生じているであろう。さらに、本発明の
すべての態様は、様々な条件および変数に依存して本明細書で示された具体的な描写、形
状または相対的割合に限定されないことを理解されたい。本明細書に記載されている本発
明の実施形態に対する様々な代替が、本発明の実践で用いられる可能性があることを理解
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されたい。したがって、本発明は、任意のこのような代替、修正、変形または均等物も網
羅することが企図される。以下の請求項は本発明の範囲を規定し、これらの請求項の範囲
内の方法および構造ならびにこれらの均等物は、これによって網羅されることが意図され
る。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
(項目１)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも８つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲートを含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、
２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７
Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３４、
３５Ｂ、３５Ｆ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
(項目２)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも９つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、２、６Ｃ、８、９Ｎ
、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ
、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｂ、３５Ｆ、および３
８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
の血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目３)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１０個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、２、６Ｃ、８、９
Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０
Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｂ、３３Ｆ、および
３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目４)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目５)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１４個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、
および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍ
ｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目６)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドを
含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ
、１２Ｆ、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群
から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由
来する、項目１に記載の医薬組成物。
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(項目７)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１２個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１０Ａ、１
１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂ、および３８
からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの
血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目８)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目９)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１０)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１１)
　６Ｃ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、
３５Ｂおよび３８からなる群から選択される特有の血清型をそれぞれ含む、複数の少なく
とも１２個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む、項目１
に記載の医薬組成物。
(項目１２)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１１個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１３)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１１個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３
５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１４)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
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ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、
３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１５)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１６個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、
２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１６)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも８つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ
、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択される特有のＳｔ
ｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医
薬組成物。
(項目１７)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも７つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコン
ジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１５Ａ、１５
Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐ
ｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する項目１に記載の医薬組成物
。
(項目１８)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５
Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、
３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目１９)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、１５Ａ、１
５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および
３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉ
ａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目２０)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９Ｎ、
１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、
３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目２１)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５
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Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３４、３５Ｆ、
３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目２２)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、９Ｎ、１５
Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３４、３５Ｆ、
３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１に記載の医薬組成物。
(項目２３)
　前記特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型が、１、３、
４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのいず
れでもない、項目１から２２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目２４)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも２９個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが
、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３
Ｆ、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７
Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ
、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
(項目２５)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、３、４、６Ａ
、６Ｂ、６Ｃ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１５
Ｃ、１６Ｆ、１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４
Ｂ、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔ
ｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目２４に記載の
医薬組成物。
(項目２６)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも２５個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、３、４、６Ａ、６
Ｃ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１９
Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｆ、３５
Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　
ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目２４に記載の医薬組成物。
(項目２７)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも２７個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、３、４、６Ａ
、６Ｂ、６Ｃ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１６
Ｆ、１８Ｃ、１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４
Ｆ、２４Ｆ、３３Ｆ、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐ
ｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目２４に記載の医薬組
成物。
(項目２８)
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　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、複数の少なくとも１９個の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコ
ンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、３、４、６Ａ、６
Ｂ、６Ｃ、７Ｆ、１０Ａ、１１Ａ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１９Ｆ、１９Ａ、２０Ａ、２
０Ｂ、２２Ｆ、２３Ｆ、２３Ａ、２４Ｆ、３５Ｂおよび３８からなる群から選択される特
有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目２４
に記載の医薬組成物。
(項目２９)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、少なくとも２つの免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを
含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型群に由来し、１つの血清型が６Ｃであり、少なくとも
１つのさらなる血清型が、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ
、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５
Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｆ
、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される医薬組成物。
(項目３０)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１、３、４、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、８、９Ｎ、
９Ｖ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１９Ｆ、１９
Ａ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｆ、２４Ｆ、３３Ｆ、３５Ｆ、３５
Ｂ、および３８からなる群から選択される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３１)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３２)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択
される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３３)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３４)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、
２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される、項目
２９に記載の医薬組成物。
(項目３５)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３６)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択
される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３７)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、および３３Ｂからなる群から選択される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３８)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、
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および３３Ｂからなる群から選択される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目３９)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２
０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群
から選択される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目４０)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、
２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される
、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目４１)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる群
から選択される、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目４２)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の
医薬組成物。
(項目４３)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の
医薬組成物。
(項目４４)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の
医薬組成物。
(項目４５)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、
２２Ｆ、２３Ａ、２４Ｂ、３３Ｆ、３５Ｂおよび３８からなる、項目２９に記載の医薬組
成物。
(項目４６)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、１５Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の
医薬組成物。
(項目４７)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、３、４、７Ｆ、８、９Ｎ、１１Ａ、１２Ｆ、
１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１９Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３５Ｂから
なる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目４８)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目４９)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１、３、４、６Ａ、７Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ
、１１Ａ、１２Ｆ、１４、１９Ａ、１９Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｆ、２４Ｆ、
および３３Ｆからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５０)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ
、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂか
らなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５１)
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　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、３、４、６Ｂ、１０Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１
９Ａ、１９Ｆ、２２Ｆ、２３Ｆ、２４Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の医薬
組成物。
(項目５２)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、
および３３Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５３)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、３３Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５４)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、３３Ｂ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５５)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２
０Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、３５Ｂ、２４Ｆ、および３１からなる、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５６)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、３３Ｂ、３５Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５７)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、および３３Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５８)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、
および３３Ｂからなる、項目２９に記載の医薬組成物。
(項目５９)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２
０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目６０)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、
２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる、項目２９に記載
の医薬組成物。
(項目６１)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂからなる、
項目２９に記載の医薬組成物。
(項目６２)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む、少なくとも２つの免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを
含む医薬組成物であって、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、特有のＳｔｒ
ｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型群に由来し、１つの血清型が２０
Ｂであり、少なくとも１つのさらなる血清型が、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ
、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１
２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２
４Ｆ、３１、３３Ｆ、３４、３５Ｂ、および３８からなる群から選択される、医薬組成物
。
(項目６３)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、
１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、３４、および３５
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Ｂからなる、項目６２に記載の医薬組成物。
(項目６４)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、
１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂから
なる群から選択される、項目６２に記載の医薬組成物。
(項目６５)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される、
項目６２に記載の医薬組成物。
(項目６６)
　前記少なくとも１つのさらなる血清型が、６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２
３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３５Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択される、項目６
２に記載の医薬組成物。
(項目６７)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、ま
たはその組合せを個別に含む免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む
医薬組成物であって、前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合
せが、１、２、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、
２３Ｆ、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、
１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３
４、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８からなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、医薬組成物。
(項目６８)
　前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９
Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３
Ｆ、および３５Ｂからなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏ
ｎｉａｅの血清型に由来する、項目６７に記載の医薬組成物。
(項目６９)
　前記少なくとも２つの特有の莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、６Ｃ、８、９
Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、およ
び３５Ｂからなる群から選択されるＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
の血清型に由来する、項目６７に記載の医薬組成物。
(項目７０)
　ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、またはその組合せをそれぞ
れ個別に含む少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲー
トをさらに含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、２、３、４、５、
６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２３Ｆ、６Ｃ、８、９Ｎ、１
０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２
２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、および３８か
らなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血
清型に由来する、項目６７に記載の医薬組成物。
(項目７１)
　少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが前記莢
膜多糖を含む、項目１から７０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目７２)
　少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが前記莢
膜多糖の断片を含む、項目１から７１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目７３)
　前記莢膜多糖の断片が、単糖、二糖、三糖、四糖、五糖、または六糖を含む、項目７２
に記載の医薬組成物。
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(項目７４)
　複数のうちの少なくとも１つのポリペプチドがオリゴペプチドである、項目１から７３
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目７５)
　複数のうちの少なくとも１つのポリペプチドが、ＣＲＭ１９７、破傷風トキソイド、ジ
フテリアトキソイド、コレラトキソイド、百日咳トキソイド、不活性化もしくは変異肺炎
球菌ニューモリシン、肺炎球菌表面タンパク質Ａ、肺炎球菌接着タンパク質Ａ、肺炎球菌
リポタンパク質ＰｓａＡ、Ｃ５ａペプチダーゼ群Ａもしくは群Ｂの連鎖球菌、無莢膜型Ｈ
．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ４タンパク質、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ６タンパ
ク質、Ｍ．ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓのｕｓｐＡ、キーホールリンペットヘモシアニン（Ｋ
ＬＨ）、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ由来のＯＭＰＣ、精製ツベルクリンタンパク質誘
導体（ＰＰＤ）、Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ由来のタンパク質Ｄ、ＰｓｐＡ、そのいずれ
かの断片、またはそのいずれかの組合せを含む、項目１から７４のいずれか一項に記載の
医薬組成物。
(項目７６)
　前記ポリペプチドがポリペプチドの混合物を含む、項目１から７５のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
(項目７７)
　複数のうちの少なくとも１つのポリペプチドの毒性活性が少なくとも部分的に緩和され
る、項目１から７６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目７８)
　アジュバントをさらに含む、項目１から７７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目７９)
　前記アジュバントが、アルミニウムカチオンを含むアジュバントである、項目７８に記
載の単位投与形態の医薬組成物。
(項目８０)
　前記アジュバントが、リン酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、または水酸化アルミニ
ウムである、項目７８に記載の医薬組成物。
(項目８１)
　筋肉内に注射可能な組成物、皮内に注射可能な組成物、皮下に注射可能な組成物、また
は鼻腔内に投与可能な組成物の形態である、項目１から８０のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
(項目８２)
　キレート剤をさらに含む、項目１から８１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目８３)
　前記キレート剤がエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）を含む、項目８２に記載の医薬
組成物。
(項目８４)
　懸濁剤の形態である、項目１から８３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目８５)
　均質な混合物または不均質な混合物の形態である、項目１から８４のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
(項目８６)
　均質な混合物の形態である、項目８５に記載の医薬組成物。
(項目８７)
　プレフィルドシリンジに含有されている、項目１から８６のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
(項目８８)
　界面活性剤、乳化剤、またはその組合せをさらに含む、項目１から８７のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
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(項目８９)
　前記界面活性剤を含み、前記界面活性剤が、ポリソルベート、ポリマーグリコール、ソ
ルビタンエステル、またはこれらの任意の組合せである、項目８８に記載の医薬組成物。
(項目９０)
　前記ポリソルベートを含み、前記ポリソルベートがポリソルベート８０である、項目８
９に記載の医薬組成物。
(項目９１)
　前記ポリマーグリコールを含み、前記ポリマーグリコールがポリエチレングリコールで
ある、項目８９に記載の医薬組成物。
(項目９２)
　緩衝剤をさらに含む、項目１から９１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目９３)
　前記緩衝剤が、スクシネート緩衝剤、トリス－アセテート－エチレンジアミン四酢酸（
ＴＡＥ）緩衝剤、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（Ｈ
ＥＰＥＳ）緩衝剤、リン酸緩衝剤、リン酸ナトリウム緩衝剤、リン酸カリウム緩衝剤、ま
たはこれらの任意の組合せである、項目９２に記載の医薬組成物。
(項目９４)
　滅菌水をさらに含む、項目１から９３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目９５)
　複数のヒトに投与された場合に、前記投与が、前記複数のヒトの約１０％未満で、以下
の副作用：疲労、頭痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振、寒気、または発疹のうちの少なくと
も１つを誘発する、項目１から９４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目９６)
　ヒトに筋肉内投与された場合に、約１週間から約３０年続く免疫応答を誘発する、項目
１から９５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目９７)
　特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、オプソニン作用応答を
誘発する、項目１から９６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目９８)
　密封容器内に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記密封容器が、約５
０％の相対湿度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された場合に、元の生物
学的活性の少なくとも約８０％を保持する、項目１から９７のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
(項目９９)
　単位投与形態である、項目１から９８のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１００)
　保存剤をさらに含む、項目１から９９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０１)
　抗真菌化合物またはその塩をさらに含む、項目１から１００のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
(項目１０２)
　塩をさらに含む、項目１から１０１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０３)
　塩が無機塩である、項目１から１０２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０４)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが単離および精製されている
、項目１から１０３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０５)
　ワクチンである、項目１から１０４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０６)
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　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記組成物の重量に対し
て、約０．００１、０．０１、０．１、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、２
０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、９５、または１００重量％の量で、個
別に、それぞれ、または集合的に存在する、項目１から１０５のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
(項目１０７)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、細菌を使用して生成され
る、項目１から１０６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０８)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、Ｅ．ｃｏｌｉを使用して
生成される、項目１から１０７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１０９)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに少なくとも部分的に
埋め込まれた前記莢膜多糖を含む、項目１から１０８のいずれか一項に記載の医薬組成物
。
(項目１１０)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに化学的に架橋した前
記莢膜多糖を含む、項目１から１０９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
(項目１１１)
　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに少なくとも部分的に
化学的に架橋した前記莢膜多糖を含む、項目１から１１０のいずれか一項に記載の医薬組
成物。
(項目１１２)
　対象に第１の組成物を投与するステップを含む方法であって、前記第１の組成物が、項
目１から１１１のいずれか一項に記載の医薬組成物である方法。
(項目１１３)
　前記対象に前記第１の組成物を投与する前記ステップが、前記対象への第２のポリペプ
チドを含む免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む第２の組成物の投
与の少なくとも約４週間前または少なくとも約４週間後に起こり、前記第２のポリペプチ
ドが、前記第１の組成物のポリペプチドに対して、少なくとも約７０％の長さ相同性、少
なくとも約７０％の配列相同性、またはその組合せを有する、項目１１２に記載の方法。
(項目１１４)
　前記第２の組成物が、前記第２のポリペプチドにコンジュゲートしたＳｔｒｅｐｔｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来する莢膜多糖または前記莢膜多糖の断
片を含む免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートを含む、項目１１３に記載
の方法。
(項目１１５)
　前記第２の組成物が、ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、また
はその組合せをそれぞれ個別に含む、複数の少なくとも１３個の特有の免疫原性サッカラ
イド－ポリペプチドコンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せ
が、１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および
２３Ｆからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉ
ａｅの血清型に由来する、項目１１３または１１４に記載の方法。
(項目１１６)
　前記第２の組成物が、ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、また
はその組合せをそれぞれ個別に含む、少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポ
リペプチドコンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、２２Ｆ、２３Ｆ
、および３３Ｆからなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕ
ｍｏｎｉａｅの血清型に由来する、項目１１３から１１５のいずれか一項に記載の方法。
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(項目１１７)
　前記第２の組成物が、ポリペプチドにコンジュゲートした、莢膜多糖、その断片、また
はその組合せをそれぞれ個別に含む、少なくとも１つの特有の免疫原性サッカライド－ポ
リペプチドコンジュゲートを含み、前記莢膜多糖、その断片、またはその組合せが、２、
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、
２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３
５Ｂ、および３８からなる群から選択される特有のＳｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅの血清型に由来し、前記第１の組成物の血清型と前記第２の組成物の血清
型が別個のものである、項目１１３から１１６のいずれか一項に記載の方法。
(項目１１８)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが莢膜多
糖を含む、項目１１７に記載の方法。
(項目１１９)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記
莢膜多糖の断片を含む、項目１１８に記載の方法。
(項目１２０)
　前記第２の組成物の前記莢膜多糖の前記断片が、単糖、二糖、三糖、四糖、五糖、また
は六糖を含む、項目１１９に記載の方法。
(項目１２１)
　前記第２のポリペプチドがオリゴペプチドである、項目１１３から１２０のいずれか一
項に記載の方法。
(項目１２２)
　前記第２のポリペプチドが、ＣＲＭ１９７、破傷風トキソイド、ジフテリアトキソイド
、コレラトキソイド、百日咳トキソイド、不活性化もしくは変異肺炎球菌ニューモリシン
、肺炎球菌表面タンパク質Ａ、肺炎球菌接着タンパク質Ａ、肺炎球菌リポタンパク質Ｐｓ
ａＡ、Ｃ５ａペプチダーゼ群Ａもしくは群Ｂの連鎖球菌、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚ
ａｅＰ４タンパク質、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ６タンパク質、Ｍ　ｃａｔａ
ｒｒｈａｌｉｓのｕｓｐＡ、キーホールリンペットヘモシアニン（ＫＬＨ）、Ｎ．ｍｅｎ
ｉｎｇｉｔｉｄｉｓ由来のＯＭＰＣ、精製ツベルクリンタンパク質誘導体（ＰＰＤ）、Ｈ
．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ由来のタンパク質Ｄ、ＰｓｐＡ、そのいずれかの断片、またはそ
のいずれかの組合せを含む、項目１１３から１２１のいずれか一項に記載の方法。
(項目１２３)
　前記第２のポリペプチドの毒性活性が少なくとも部分的に緩和される、項目１１３から
１２２のいずれか一項に記載の方法。
(項目１２４)
　前記第２の組成物が、アジュバントをさらに含む、項目１１３から１２３のいずれか一
項に記載の方法。
(項目１２５)
　前記アジュバントが、アルミニウムカチオンを含むアジュバントである、項目１２４に
記載の方法。
(項目１２６)
　前記アジュバントが、リン酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、または水酸化アルミニ
ウムである、項目１２５に記載の方法。
(項目１２７)
　前記第２の組成物が、筋肉内に注射可能な組成物、皮内に注射可能な組成物、皮下に注
射可能な組成物、または鼻腔内に投与可能な組成物の形態である、項目１１３から１２６
のいずれか一項に記載の方法。
(項目１２８)
　前記第２の組成物が、単位投与形態である、項目１１３から１２７のいずれか一項に記
載の方法。
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(項目１２９)
　前記第２の組成物が、キレート剤をさらに含む、項目１１３から１２８のいずれか一項
に記載の方法。
(項目１３０)
　前記キレート剤がエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）である、項目１２９に記載の方
法。
(項目１３１)
　前記第２の組成物が、懸濁剤の形態である、項目１１３から１３０のいずれか一項に記
載の方法。
(項目１３２)
　前記第２の組成物が、均質な混合物または不均質な混合物の形態である、項目１１３か
ら１３１のいずれか一項に記載の方法。
(項目１３３)
　前記第２の組成物が、均質な混合物の形態である、項目１１３から１３２のいずれか一
項に記載の方法。
(項目１３４)
　前記第２の組成物が、プレフィルドシリンジに含有されている、項目１１３から１３３
のいずれか一項に記載の方法。
(項目１３５)
　前記第２の組成物が、界面活性剤、乳化剤、またはその組合せをさらに含む、項目１１
３から１３４のいずれか一項に記載の方法。
(項目１３６)
　前記第２の組成物が前記界面活性剤をさらに含み、前記界面活性剤が、ポリソルベート
、ポリマーグリコール、ソルビタンエステル、またはこれらの任意の組合せである、項目
１３５に記載の方法。
(項目１３７)
　前記第２の組成物が前記ポリソルベートを含み、前記ポリソルベートがポリソルベート
８０である、項目１３６に記載の方法。
(項目１３８)
　前記第２の組成物が前記ポリマーグリコールを含み、前記ポリマーグリコールがポリエ
チレングリコールである、項目１３７に記載の方法。
(項目１３９)
　前記第２の組成物が緩衝剤をさらに含む、項目１１３から１３８のいずれか一項に記載
の方法。
(項目１４０)
　前記緩衝剤が、スクシネート緩衝剤、トリス－アセテート－エチレンジアミン四酢酸（
ＴＡＥ）緩衝剤、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（Ｈ
ＥＰＥＳ）緩衝剤、リン酸緩衝剤、リン酸ナトリウム緩衝剤、リン酸カリウム緩衝剤、ま
たはこれらの任意の組合せである、項目１３９に記載の方法。
(項目１４１)
　前記第２の組成物が、滅菌水をさらに含む、項目１１３から１４０のいずれか一項に記
載の方法。
(項目１４２)
　前記第２の組成物が複数のヒトに投与された場合に、前記投与が、前記複数のヒトの約
１０％未満で、以下の副作用：疲労、頭痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振、寒気、または発
疹のうちの少なくとも１つを誘発する、項目１１３から１４１のいずれか一項に記載の方
法。
(項目１４３)
　前記第２の組成物がヒトに筋肉内投与された場合に、前記組成物が約１週間から約３０
年続く免疫応答を誘発する、項目１１３から１４２のいずれか一項に記載の方法。
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(項目１４４)
　前記第２の組成物の特有の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、オ
プソニン作用応答を誘発する、項目１１３から１４３のいずれか一項に記載の方法。
(項目１４５)
　前記第２の組成物が筋肉内投与された場合に、前記第２の組成物が約１週間から約３０
年続く免疫応答を誘発する、項目１１３から１４４のいずれか一項に記載の方法。
(項目１４６)
　第２の組成物が、密封容器内に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記
密封容器が、約５０％の相対湿度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された
場合に、元の生物学的活性の少なくとも約８０％を保持する、項目１１３から１４５のい
ずれか一項に記載の方法。
(項目１４７)
　前記第２の組成物が、保存剤をさらに含む、項目１１３から１４６のいずれか一項に記
載の方法。
(項目１４８)
　前記第２の組成物が、抗真菌化合物またはその塩をさらに含む、項目１１３から１４７
のいずれか一項に記載の方法。
(項目１４９)
　前記第２の組成物が、塩をさらに含む、項目１１３から１４８のいずれか一項に記載の
方法。
(項目１５０)
　前記塩が無機塩である、項目１４９に記載の方法。
(項目１５１)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが単離お
よび精製される、項目１１３から１５０のいずれか一項に記載の方法。
(項目１５２)
　前記第２の組成物が、ワクチンである、項目１１３から１５１のいずれか一項に記載の
方法。
(項目１５３)
　対象にワクチン接種する方法である、項目１１３から１５２のいずれか一項に記載の方
法。
(項目１５４)
　前記対象がヒトである、項目１５３に記載の方法。
(項目１５５)
　前記対象またはヒトが、それを必要とする対象またはヒトである、項目１５３または１
５４のいずれか一項に記載の方法。
(項目１５６)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記
組成物の重量に対して、約０．００１、０．０１、０．１、１、２、３、４、５、６、７
、８、９、１０、２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、９５、または１０
０重量％の量で、個別に、それぞれ、または集合的に存在する、項目１１３から１５５の
いずれか一項に記載の方法。
(項目１５７)
　行われた場合に、前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジ
ュゲートのサッカライドに対する抗体応答によって測定して、免疫原性サッカライド－ポ
リペプチドコンジュゲートを含有する第１のワクチンによって伝達される免疫の約５０％
、４０％、３０％、２０％、１０％、５％、４％、３％、２％、または１％より多くの抑
制が生じず、前記抗体応答が、抗体力価を測定することによって測定される、項目１１３
から１５６のいずれか一項に記載の方法。
(項目１５８)
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　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、細菌
を使用して生成される、項目１１３から１５７のいずれか一項に記載の方法。
(項目１５９)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、Ｅ．
ｃｏｌｉを使用して生成される、項目１１３から１５８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１６０)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに
少なくとも部分的に埋め込まれた前記莢膜多糖を含む、項目１１３から１５９のいずれか
一項に記載の方法。
(項目１６１)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに
化学的に架橋した前記莢膜多糖を含む、項目１１３から１６０のいずれか一項に記載の方
法。
(項目１６２)
　前記第２の組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドが、前記ポリペプチドに
少なくとも部分的に化学的に架橋した前記莢膜多糖を含む、項目１１３から１６１のいず
れか一項に記載の方法。
(項目１６３)
　第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が投与された少なく
とも４週間後に、対象に第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成
物を投与するステップを含む方法であって、
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記第２の
免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物の第２のポリペプチドに対し
て少なくとも約７０％の長さ相同性、少なくとも約７０％の配列相同性、またはその組合
せを有する第１のポリペプチドを含み、
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、第１の血清
型を含み、
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、第２の血清
型を含み、前記第１の血清型と前記第２の血清型が異なる方法。
(項目１６４)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、莢膜多糖を
含む、項目１６３に記載の方法。
(項目１６５)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記莢膜多
糖の断片を含む、項目１６４に記載の方法。
(項目１６６)
　前記莢膜多糖の前記断片が、単糖、二糖、三糖、四糖、五糖、または六糖を含む、項目
１６５に記載の方法。
(項目１６７)
　前記第１のポリペプチドがオリゴペプチドである、項目１６３から１６６のいずれか一
項に記載の方法。
(項目１６８)
　前記第２のポリペプチドがオリゴペプチドである、項目１６３から１６７のいずれか一
項に記載の方法。
(項目１６９)
　前記第１のポリペプチドが、ＣＲＭ１９７、破傷風トキソイド、ジフテリアトキソイド
、コレラトキソイド、百日咳トキソイド、不活性化もしくは変異肺炎球菌ニューモリシン
、肺炎球菌表面タンパク質Ａ、肺炎球菌接着タンパク質Ａ、肺炎球菌リポタンパク質Ｐｓ
ａＡ、Ｃ５ａペプチダーゼ群Ａもしくは群Ｂの連鎖球菌、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚ
ａｅＰ４タンパク質、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ６タンパク質、Ｍ．ｃａｔａ
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ｒｒｈａｌｉｓのｕｓｐＡ、キーホールリンペットヘモシアニン（ＫＬＨ）、Ｎ．ｍｅｎ
ｉｎｇｉｔｉｄｉｓ由来のＯＭＰＣ、精製ツベルクリンタンパク質誘導体（ＰＰＤ）、Ｈ
．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ由来のタンパク質Ｄ、そのいずれかの断片、またはそのいずれか
の組合せを含む、項目１６３から１６８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７０)
　前記第１のポリペプチドの毒性活性が少なくとも部分的に緩和される、項目１６３から
１６９のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７１)
　前記第２のポリペプチドが、ＣＲＭ１９７、破傷風トキソイド、ジフテリアトキソイド
、コレラトキソイド、百日咳トキソイド、不活性化もしくは変異肺炎球菌ニューモリシン
、肺炎球菌表面タンパク質Ａ、肺炎球菌接着タンパク質Ａ、肺炎球菌リポタンパク質Ｐｓ
ａＡ、Ｃ５ａペプチダーゼ群Ａもしくは群Ｂの連鎖球菌、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚ
ａｅＰ４タンパク質、無莢膜型Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＰ６タンパク質、Ｍ．ｃａｔａ
ｒｒｈａｌｉｓのｕｓｐＡ、キーホールリンペットヘモシアニン（ＫＬＨ）、Ｎ．ｍｅｎ
ｉｎｇｉｔｉｄｉｓ由来のＯＭＰＣ、精製ツベルクリンタンパク質誘導体（ＰＰＤ）、Ｈ
．ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ由来のタンパク質Ｄ、ＰｓｐＡ、そのいずれかの断片、またはそ
のいずれかの組合せを含む、項目１６３から１７０のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７２)
　前記第２のポリペプチドの毒性活性が少なくとも部分的に緩和される、項目１６３から
１７１のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７３)
　前記第１の血清型が、前記第２の血清型と同じ細菌に由来する、項目１６３から１７２
のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７４)
　前記第１の血清型が、前記第２の血清型と異なる細菌に由来する、項目１６３から１７
３のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７５)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅに由来する
、項目１６３から１７４のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７６)
　前記第１の血清型が、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ、Ｓａｌｍｏｎ
ｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｃａ、またはＨａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅに
由来する、項目１６３から１７４のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７７)
　前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅに由来する
、項目１６３から１７６のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７８)
　第２の細菌が、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌ
ａ　ｅｎｔｅｒｉｃａ、またはＨａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅに由来す
る、項目１６３から１７６のいずれか一項に記載の方法。
(項目１７９)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、または２３Ｆの
うちの少なくとも１つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、
３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、または３８のうちの少なくとも８つを含む、項目１６３から１
７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８０)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
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３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、または２３Ｆの
うちの少なくとも１つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ
、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、または３８のうちの少なくとも８つを含む、項目１６
３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８１)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、
２０Ａ、２０Ｂ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３
５Ｂ、および３８のうちの少なくとも８つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、
１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのうちの少なくとも１つを含む、項目１６
３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８２)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、
２０Ａ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、お
よび３８のうちの少なくとも８つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１
８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのうちの少なくとも１つを含む、項目１６３から１
７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８３)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを
含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の
６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂを含む、項目１６
３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８４)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを
含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の
６Ｃ、１５Ａ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂを含む、項目１６３から１７８の
いずれか一項に記載の方法。
(項目１８５)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを
含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の
６Ｃ、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１
、３３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に
記載の方法。
(項目１８６)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを
含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の
６Ｃ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４
、３５Ｆ、および３５Ｂを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８７)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを
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含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、
２３Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に
記載の方法。
(項目１８８)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の６Ｃ
、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂを含み、前記第２の血
清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６
Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを含む、項目１６
３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１８９)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の６Ｃ
、１５Ａ、１６Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、および３３Ｂを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒ
ｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ
、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを含む、項目１６３から１７８の
いずれか一項に記載の方法。
(項目１９０)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の６Ｃ
、９Ｎ、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３
３Ｂ、３４、３５Ｆ、および３５Ｂを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、
１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に
記載の方法。
(項目１９１)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の６Ｃ
、１５Ａ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ｂ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、３１、３３Ｂ、３４、３
５Ｆ、および３５Ｂを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ
、１９Ｆ、および２３Ｆを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９２)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の６Ｃ
、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、２０Ａ、２２Ｆ、２３
Ａ、２３Ｂ、３３Ｆ、および３５Ｂを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、
１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に
記載の方法。
(項目１９３)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、または２３Ｆの
うちの少なくとも１つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、
３５Ｆ、３５Ｂ、３８、および血清群２０（血清型２０Ａおよび２０Ｂを含む）のうちの
少なくとも８つを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９４)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、
３、４、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、または２３Ｆの
うちの少なくとも１つを含み、前記第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ
、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、
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３５Ｆ、３５Ｂ、３８、および血清群２０（血清型２０Ａおよび２０Ｂを含む）のうちの
少なくとも８つを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９５)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、
２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、３８、およ
び血清群２０（血清型２０Ａおよび２０Ｂを含む）のうちの少なくとも８つを含み、前記
第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４
、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのうちの
少なくとも１つを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９６)
　前記第１の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の２、
６Ｃ、８、９Ｎ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ｆ、１５Ａ、１５Ｂ、１５Ｃ、１６Ｆ、１７Ｆ、
２２Ｆ、２３Ａ、２３Ｂ、２４Ｆ、２４Ｂ、３１、３３Ｆ、３５Ｆ、３５Ｂ、３８、およ
び血清群２０（血清型２０Ａおよび２０Ｂを含む）のうちの少なくとも８つを含み、前記
第２の血清型が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の１、３、４
、５、６Ａ、６Ｂ、７Ｆ、９Ｖ、１４、１８Ｃ、１９Ａ、１９Ｆ、および２３Ｆのうちの
少なくとも１つを含む、項目１６３から１７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９７)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、アジュバン
トをさらに含む、項目１６３から１９６のいずれか一項に記載の方法。
(項目１９８)
　前記アジュバントが、アルミニウムカチオンを含むアジュバントである、項目１９７に
記載の方法。
(項目１９９)
　前記アジュバントが、リン酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、または水酸化アルミニ
ウムである、項目１９８に記載の方法。
(項目２００)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、筋肉内に注
射可能な組成物、皮内に注射可能な組成物、皮下に注射可能な組成物、または鼻腔内に投
与可能な組成物の形態である、項目１６３から１９９のいずれか一項に記載の方法。
(項目２０１)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、キレート剤
をさらに含む、項目１６３から２００のいずれか一項に記載の方法。
(項目２０２)
　前記キレート剤がエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）である、項目２０１に記載の方
法。
(項目２０３)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、懸濁剤の形
態である、項目１６３から２０２のいずれか一項に記載の方法。
(項目２０４)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、均質な混合
物または不均質な混合物の形態である、項目１６３から２０３のいずれか一項に記載の方
法。
(項目２０５)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、均質な混合
物の形態である、項目１６３から２０４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２０６)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、プレフィル
ドシリンジに含有されている、項目１６３から２０５のいずれか一項に記載の方法。
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(項目２０７)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、界面活性剤
または乳化剤、またはその組合せをさらに含む、項目１６３から２０６のいずれか一項に
記載の方法。
(項目２０８)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記界面活性剤を含み、前
記界面活性剤が、ポリソルベート、ポリマーグリコール、ソルビタンエステル、またはこ
れらの任意の組合せである、項目２０７に記載の方法。
(項目２０９)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記ポリソルベートを含み
、前記ポリソルベートがポリソルベート８０である、項目２０８に記載の方法。
(項目２１０)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記ポリマーグリコールを
含み、前記ポリマーグリコールがポリエチレングリコールである、項目２０８に記載の方
法。
(項目２１１)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、緩衝剤をさ
らに含む、項目１６３から２１０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１２)
　前記緩衝剤が、スクシネート緩衝剤、トリス－アセテート－エチレンジアミン四酢酸（
ＴＡＥ）緩衝剤、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（Ｈ
ＥＰＥＳ）緩衝剤、リン酸緩衝剤、リン酸ナトリウム緩衝剤、リン酸カリウム緩衝剤、ま
たはこれらの任意の組合せである、項目２１１に記載の方法。
(項目２１３)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、滅菌水をさ
らに含む、項目１６３から２１２のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１４)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、複数のヒト
に投与された場合に、前記投与が、前記複数のヒトの約１０％未満で、以下の副作用：疲
労、頭痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振、寒気、または発疹のうちの少なくとも１つを誘発
する、項目１６３から２１３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１５)
　第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、ヒトに筋肉内投
与された場合に、約１週間から約３０年続く免疫応答を誘発する、項目１６３から２１４
のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１６)
　第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、オプソニン作用
応答を誘発する、項目１６３から２１５のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１７)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、密封容器内
に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記密封容器が、約５０％の相対湿
度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された場合に、元の生物学的活性の少
なくとも約８０％を保持する、項目１６３から２１６のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１８)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、アジュバン
トをさらに含む、項目１６３から２１７のいずれか一項に記載の方法。
(項目２１９)
　前記アジュバントが、アルミニウムカチオンを含むアジュバントである、項目２１８に
記載の方法。
(項目２２０)
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　前記アジュバントが、リン酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、または水酸化アルミニ
ウムである、項目２１８に記載の方法。
(項目２２１)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、筋肉内に注
射可能な組成物、皮内に注射可能な組成物、皮下に注射可能な組成物、または鼻腔内に投
与可能な組成物の形態である、項目１６３から２２０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２２２)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、キレート剤
をさらに含む、項目１６３から２２１のいずれか一項に記載の方法。
(項目２２３)
　前記キレート剤がエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）である、項目２２２に記載の方
法。
(項目２２４)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、懸濁剤の形
態である、項目１６３から２２３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２２５)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、均質な混合
物または不均質な混合物の形態である、項目１６３から２２４のいずれか一項に記載の方
法。
(項目２２６)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、均質な混合
物の形態である、項目２２５に記載の方法。
(項目２２７)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、プレフィル
ドシリンジに含有されている、項目１６３から２２６のいずれか一項に記載の方法。
(項目２２８)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、界面活性剤
、乳化剤、またはその組合せをさらに含む、項目１６３から２２７のいずれか一項に記載
の方法。
(項目２２９)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記界面活
性剤を含み、前記界面活性剤が、ポリソルベート、ポリマーグリコール、ソルビタンエス
テル、またはこれらの任意の組合せである、項目２２８に記載の方法。
(項目２３０)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記ポリソ
ルベートを含み、前記ポリソルベートがポリソルベート８０である、項目２２９に記載の
方法。
(項目２３１)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、前記ポリマ
ーグリコールを含み、前記ポリマーグリコールがポリエチレングリコールである、項目２
３０に記載の方法。
(項目２３２)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、緩衝剤をさ
らに含む、項目１６３から２３１のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３３)
　前記緩衝剤が、スクシネート緩衝剤、トリス－アセテート－エチレンジアミン四酢酸（
ＴＡＥ）緩衝剤、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（Ｈ
ＥＰＥＳ）緩衝剤、リン酸緩衝剤、リン酸ナトリウム緩衝剤、リン酸カリウム緩衝剤、ま
たはこれらの任意の組合せである、項目２３２に記載の方法。
(項目２３４)
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　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、滅菌水をさ
らに含む、項目１６３から２３３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３５)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、複数のヒト
に投与された場合に、前記投与が、前記複数のヒトの約１０％未満で、以下の副作用：疲
労、頭痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振、寒気、または発疹のうちの少なくとも１つを誘発
する、項目１６３から２３４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３６)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、ヒトに筋肉
内投与された場合に、約１週間から約３０年続く免疫応答を誘発する、項目１６３から２
３５のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３７)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、オプソニン
作用応答を誘発する、項目１６３から２３６のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３８)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物が、密封容器内
に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記密封容器が、約５０％の相対湿
度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された場合に、元の生物学的活性の少
なくとも約８０％を保持する、項目１６３から２３７のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３９)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、単位投与形態である、項目１
６３から２３８のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４０)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、保存剤をさらに含む、項目１
６３から２３９のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４１)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、抗真菌化合物またはその塩を
さらに含む、項目１６３から２４０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４２)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、塩をさらに含む、項目１６３
から２４１のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４３)
　前記塩が無機塩である、項目２４２に記載の方法。
(項目２４４)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、単離および精製される、項目
１６３から２４３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４５)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、ワクチンである、項目１６３
から２４４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４６)
　対象にワクチン接種する方法である、項目１６３から２４５のいずれか一項に記載の方
法。
(項目２４７)
　前記対象がヒトである、項目２４６に記載の方法。
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(項目２４８)
　前記対象またはヒトが、それを必要とする対象またはヒトである、項目２４６または２
４７に記載の方法。
(項目２４９)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記組成物の重量に対して、
約０．００１、０．０１、０．１、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、２０、
３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、９５、または１００重量％の量で、個別に
、それぞれ、または集合的に存在する免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲー
トを含む、項目１６３から２４８のいずれか一項に記載の方法。
(項目２５０)
　前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物の投与により、
前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートのサッカライドに対する抗体応
答によって測定して、免疫の約５０％、４０％、３０％、２０％、１０％、５％、４％、
３％、２％、または１％より多くの抑制が生じず、前記抗体応答が、抗体力価を測定する
ことによって測定される、項目１６３から２４９のいずれか一項に記載の方法。
(項目２５１)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、細菌を使用して生成される、
項目１６３から２５０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２５２)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、Ｅ．ｃｏｌｉを使用して生成
される、項目１６３から２５１のいずれか一項に記載の方法。
(項目２５３)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記ポリペプチドに少なくと
も部分的に埋め込まれた莢膜多糖を含む、項目１６３から２５２のいずれか一項に記載の
方法。
(項目２５４)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記ポリペプチドに化学的に
架橋した莢膜多糖を含む、項目１６３から２５３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２５５)
　前記第１の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲート組成物および／または
前記第２の免疫原性サッカライド－ポリペプチド組成物が、前記ポリペプチドに少なくと
も部分的に化学的に架橋した莢膜多糖を含む、項目１６３から２５４のいずれか一項に記
載の方法。
(項目２５６)
　項目１から７０のいずれか一項に記載の免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュ
ゲートを、賦形剤、アジュバント、またはこれらの任意の組合せと接触させるステップを
含む、組成物を作製する方法。
(項目２５７)
　前記組成物が、注射可能であるかまたは鼻腔内に投与可能である、項目２５６に記載の
方法。
(項目２５８)
　前記アジュバントと接触させるステップを含み、前記アジュバントが、リン酸アルミニ
ウム、硫酸アルミニウム、または水酸化アルミニウムである、項目２５６に記載の方法。
(項目２５９)
　前記組成物が、筋肉内に注射可能な組成物の形態である、項目２５６から２５８のいず
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れか一項に記載の方法。
(項目２６０)
　前記組成物をキレート剤と接触させるステップをさらに含む、項目２５６から２５９の
いずれか一項に記載の方法。
(項目２６１)
　前記組成物をキレート剤と接触させるステップをさらに含み、前記キレート剤が、エチ
レンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）である、項目２６０に記載の方法。
(項目２６２)
　前記組成物が、懸濁剤の形態である、項目２５６から２６１のいずれか一項に記載の方
法。
(項目２６３)
　前記組成物が、均質な混合物または不均質な混合物の形態である、項目２５６から２６
２のいずれか一項に記載の方法。
(項目２６４)
　前記組成物が、均質な混合物の形態である、項目２６３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２６５)
　前記組成物が、プレフィルドシリンジに含有されている、項目２５６から２６４のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２６６)
　前記組成物を、界面活性剤、乳化剤、またはその組合せと接触させるステップをさらに
含む、項目２５６から２６５のいずれか一項に記載の方法。
(項目２６７)
　前記組成物を、前記界面活性剤と接触させるステップを含み、前記界面活性剤が、ポリ
ソルベート、ポリマーグリコール、ソルビタンエステル、またはこれらの任意の組合せで
ある、項目２６６に記載の方法。
(項目２６８)
　前記組成物を前記ポリソルベートと接触させるステップを含み、前記ポリソルベートが
ポリソルベート８０である、項目２６７に記載の方法。
(項目２６９)
　前記組成物を前記ポリマーグリコールと接触させるステップを含み、前記ポリマーグリ
コールがポリエチレングリコールである、項目２６８に記載の方法。
(項目２７０)
　前記組成物を緩衝剤と接触させるステップをさらに含む、項目２５６から２６９のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２７１)
　前記緩衝剤が、スクシネート緩衝剤、トリス－アセテート－エチレンジアミン四酢酸（
ＴＡＥ）緩衝剤、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（Ｈ
ＥＰＥＳ）緩衝剤、リン酸緩衝剤、リン酸ナトリウム緩衝剤、リン酸カリウム緩衝剤、ま
たはこれらの任意の組合せである、項目２７０に記載の方法。
(項目２７２)
　前記組成物を滅菌水と接触させるステップをさらに含む、項目２５６から２７１のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２７３)
　前記組成物が、複数のヒトに投与された場合に、前記投与が、前記複数のヒトの約１０
％未満で、以下の副作用：疲労、頭痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振、寒気、または発疹の
うちの少なくとも１つを誘発する、項目２５６から２７２のいずれか一項に記載の方法。
(項目２７４)
　前記組成物が、ヒトに筋肉内投与された場合に、約１週間から約３０年続く免疫応答を
誘発する、項目２５６から２７３のいずれか一項に記載の方法。
(項目２７５)
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　前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、オプソニン作用応答を誘
発する、項目２５６から２７４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２７６)
　前記組成物が、密封容器内に、約２℃～８℃の温度で、約２４カ月間保存され、前記密
封容器が、約５０％の相対湿度および１ａｔｍの大気圧を有する雰囲気中で保存された場
合に、元の生物学的活性の少なくとも約８０％を保持する、項目２５６から２７５のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２７７)
　前記組成物が保存剤をさらに含む、項目２５６から２７６のいずれか一項に記載の方法
。
(項目２７８)
　前記組成物が、抗真菌化合物またはその塩をさらに含む、項目２５６から２７７のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２７９)
　前記組成物が、塩をさらに含む、項目２５６から２７８のいずれか一項に記載の方法。
(項目２８０)
　前記塩が無機塩である、項目２７９に記載の方法。
(項目２８１)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、単離および
精製される、項目２５６から２８０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２８２)
　前記組成物が、ワクチンとして使用される、項目２５６から２８１のいずれか一項に記
載の方法。
(項目２８３)
　前記組成物が、対象にワクチン接種するために使用される、項目２５６から２８２のい
ずれか一項に記載の方法。
(項目２８４)
　前記対象がヒトである、項目２８３に記載の方法。
(項目２８５)
　前記対象またはヒトが、それを必要とする対象またはヒトである、項目２６７から２８
４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２８６)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記組成物
の重量に対して、約０．００１、０．０１、０．１、１、２、３、４、５、６、７、８、
９、１０、２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、９５、または１００重量
％の量で、個別に、それぞれ、または集合的に存在する、項目２５６から２８５のいずれ
か一項に記載の方法。
(項目２８７)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、細菌を使用
して生成される、項目２５６から２８６のいずれか一項に記載の方法。
(項目２８８)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、Ｅ．ｃｏｌ
ｉを使用して生成される、項目２５６から２８７のいずれか一項に記載の方法。
(項目２８９)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記ポリペ
プチドに少なくとも部分的に埋め込まれた莢膜多糖を含む、項目２５６から２８８のいず
れか一項に記載の方法。
(項目２９０)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記ポリペ
プチドに化学的に架橋した莢膜多糖を含む、項目２５６から２８９のいずれか一項に記載
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の方法。
(項目２９１)
　前記組成物の前記免疫原性サッカライド－ポリペプチドコンジュゲートが、前記ポリペ
プチドに少なくとも部分的に化学的に架橋した莢膜多糖を含む、項目２５６から２９０の
いずれか一項に記載の方法。
(項目２９２)
　容器内に含有された項目１から１１１のいずれか一項に記載の医薬組成物を含むキット
。
(項目２９３)
　使用のための説明書をさらに含む、項目２９２に記載のキット。
(項目２９４)
　前記容器がシリンジである、項目２９２または２９３に記載のキット。
(項目２９５)
　前記容器がキャップを含むバイアルであり、前記キャップがゴム栓を含む、項目２９２
から２９４のいずれか一項に記載のキット。
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